
（
用
地
総
括
課
の
設
置
期
間
の
特
例
）

（
削
る
）

第
十
八
条

第
四
十
一
条
第
一
項
の
用
地
総
括
課
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
置
か
れ
る
も
の
と
す

る
。

（
用
地
審
査
課
の
設
置
期
間
の
特
例
）

（
削
る
）

第
十
九
条

第
四
十
一
条
第
一
項
の
用
地
審
査
課
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
置
か
れ
る
も
の
と
す

る
。

（
用
地
補
償
第
一
課
及
び
用
地
補
償
第
二
課
の
設
置
期
間
の
特
例
）

（
削
る
）

第
二
十
条

第
四
十
一
条
第
一
項
の
用
地
補
償
第
一
課
及
び
用
地
補
償
第
二
課
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
置
か
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
中
間
貯
蔵
施
設
整
備
推
進
課
の
設
置
期
間
の
特
例
）

（
削
る
）

第
二
十
一
条

第
四
十
一
条
第
一
項
の
中
間
貯
蔵
施
設
整
備
推
進
課
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
置

か
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
県
北
支
所
、
県
中
・
県
南
支
所
、
浜
通
り
南
支
所
及
び
浜
通
り
北
支
所
の
設
置
期
間
の
特
例
）

（
県
北
支
所
、
県
中
・
県
南
支
所
、
浜
通
り
南
支
所
及
び
浜
通
り
北
支
所
の
設
置
期
間
の
特
例
）

第
二
十
四
条

第
五
十
六
条
第
二
項
の
県
北
支
所
、
県
中
・
県
南
支
所
、浜
通
り
南
支
所
及
び
浜
通
り
北
支
所
は
、

平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
置
か
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
二
条

第
五
十
一
条
第
二
項
の
県
北
支
所
、
県
中
・
県
南
支
所
、浜
通
り
南
支
所
及
び
浜
通
り
北
支
所
は
、

平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
置
か
れ
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

環
境
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

環
境
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
環
境
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍

線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
当
該
対
象
規
定
全
体
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、こ
れ
を
削
り
、

改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
新
た
に
追
加
す
る
。

改

正

後

改

正

前

第
一
章

内
部
部
局

第
一
章

内
部
部
局

第
一
節

大
臣
官
房
（
第
一
条
―
第
七
条
）

第
一
節

大
臣
官
房
（
第
一
条
―
第
八
条
）

第
二
節

地
球
環
境
局
（
第
八
条
―
第
十
条
）

第
二
節

地
球
環
境
局
（
第
九
条
―
第
十
一
条
）

第
三
節

水
・
大
気
環
境
局
（
第
十
一
条
―
第
十
四
条
）

第
三
節

水
・
大
気
環
境
局
（
第
十
二
条
―
第
十
五
条
）

第
四
節

自
然
環
境
局
（
第
十
五
条
―
第
二
十
条
）

第
四
節

自
然
環
境
局
（
第
十
六
条
―
第
二
十
一
条
）

第
五
節

環
境
再
生
・
資
源
循
環
局
（
第
二
十
一
条
―
第
二
十
三
条
）

第
五
節

環
境
再
生
・
資
源
循
環
局
（
第
二
十
二
条
―
第
二
十
四
条
）

第
二
章

施
設
等
機
関
（
第
二
十
四
条
）

第
二
章

施
設
等
機
関
（
第
二
十
五
条
）

第
三
章

地
方
支
分
部
局
（
第
二
十
五
条
）

第
三
章

地
方
支
分
部
局
（
第
二
十
六
条
）

第
四
章

原
子
力
規
制
委
員
会
（
第
二
十
六
条
）

第
四
章

原
子
力
規
制
委
員
会
（
第
二
十
七
条
）

第
五
章

環
境
省
顧
問
（
第
二
十
七
条
）

第
五
章

環
境
省
顧
問
（
第
二
十
八
条
）

平成年月日 金曜日 (号外特第号)官 報
〇
環
境
省
令
第
十
一
号

環
境
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
及
び
環
境
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
六
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
環
境
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

環
境
大
臣

原
田

義
昭


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